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令和４年１２月にまちづくり協議会連合会の役員により、県内のまちづく
り協議会導入先進地である掛川市と磐田市への日帰り視察が行われました。

特定

加算

規模割合

定 額

地区固有の課題解決に向けた活動、公共を補う活動、市民活動団体等の協働事業

①自治区数 ②地区人口 ③高齢者数 ④児童生徒数

事務局運営：120万円 施設管理：30万円

掛川市

磐田市

当日は１９名の役員が参加し、先方の地区の役
員さんや行政の担当者から、地域コミュニティの
現状や課題、住民自治力の向上に向けた支援内容
などについて、お話を伺いました。ここでは、そ
れぞれの特徴的な交付金についてご紹介します。

地区まちづくり協議会交付金

協働によるまちづくりを推進するため、地区まちづくり協議会が自ら創意工夫し考えた地域課題解決のための

事業を安定して行うための自由度の高い交付金

＼１月２１日 まちづくり交流会 開催／

去る１月２１日（土）、富士市まちづくり協議会連合会主催「まちづくり交流会」を開催しました。３つの
テーマについて意見交換をおこない、WEB会議システム「ZOOM」で各会場から実行委員が課題に対する提案
を発表しました。その後、講師の川北秀人氏より、発表に対するコメント・アドバイスをいただきました。

まちづくり協議会の活動の周知、担い手の発掘方法
テーマ

１

・PTA役員等が若者世代と積極的にコミュニケーション
・引継ぎ資料の作成
・役員経験者が協力員になる仕組みづくり 等

まちづくり協議会の組織体制・体制強化について
テーマ

２

・会議や部会の削減およびスリム化
・ボランティアの有償化
・企画立案を若い世代に任せる 等

現事業の見直し・統合、今後の事業展開について
テーマ

３

・類似事業の一本化
・活動希望者を募り、まち協でバックアップ
・IT活用 等

・メンバーが重なる会議は合同開催
・ボランティア有償化は自主財源の確保を！
・「世代代表役員」の選出

・事業はイベント型から課題解決型へ！

・年間活動量の明確化

・行事・会議・組織は棚卸しして整理
・役員の会議負担軽減はオンライン活用を！

若手の参加を増やすポイント

若者が「見るメディア」で「参加したいと

感じるテーマ」を「参加しやすい日時」に
開催！

「各地区で共通する課題を認識でき、工夫点を知ることが
できた」「交流会に若い世代も参加するとよい」等、参加さ
れた皆さんより、たくさんのご意見・ご感想をいただきまし
た。今後のまちづくり交流会の参考にさせていただきます。

当日の様子はDVDでもご視聴いただけます。ご希望の方は、
まちづくりセンターにお声かけください。

富士市公式ＬＩＮＥ で【地区のお知らせ】配信が始まりました‼

地区のイベント・事業の最新情報など… 受信設定をしないと受け取れません💦 受信設定を忘れずに‼

地区役員の皆様へ ///
地区全体へのお知らせ、回覧・配布物は公式ＬＩＮＥでの配信もご活用ください。

配信内容についてのご相談は、各まちづくりセンターまで。

❶

❷

❸ ➍

最下段まで

地域づくり応援一括交付金

所管課から各種団体に交付されていた補助金等をまとめ、一括
して地域づくり協議会（=まちづくり協議会）に交付するもの

●必須とした活動を行った上で、余剰となった財源は、積立や

繰越しを可能とする
●財源をまとめることにより、各種団体の総会や会計をまとめ

ることが可能となる
●申請・報告書類等の手続きをまとめることが可能となり、

交流センター（=まちづくりセンター）が担うことで、地域の
負担軽減を図る

今回のコブタレポートは…

人材育成・担い手発掘 特集！

どの地区にも共通する悩み『担い手不足』について解決の糸口を探ります。

その前に、まちづくり協議会連合会の役員による先進地視察のご報告から。

まちづくり協議会連合会が県内先進地を視察

地区のお知らせ
受信設定方法

❶くらしメニュー右下

受信設定⚙ から

❷必須項目を入力

・生まれた年月（選択式）

・お住まいの地区（選択式）

❸「受け取りたい情報」の 最下段

〔富士市からのおしらせ〕

□地区のお知らせ に ✔

➍【回答】を押して設定完了
地域づくり応援一括交付金

（平成28年度まで）

まだ富士市公式LINE
友だち追加をしていない方は…

こちらから

（平成29年度から順次拡大）

ＬＩＮＥの「友だち登録」

から「ＱＲコード」または

「ＩＤ検索」で、富士市を

追加してください。
ＬＩＮＥＩＤ

＠８４８ｉｌｅｒｓ

http://www.city.fuji.shizuoka.jp/


まちづくりの課題解決のヒントに！！〜２６地区ヒアリング結果報告〜

令和４年９月〜１０月にかけて全２６地区のまちづくり協議会役員の皆さんに、ヒアリング調査を実施しました。
各地区の現状と課題、そして対策… これからの取組に活かせる意見も多く出てきました。
今回、調査項目の中から、特に注目したいものを抜粋して、ご紹介します。

※質問項目によっては、回答数の合計が２６にならないものもあります。
□■地区課題について■□

□■まちづくり活動の担い手について■□

□■企業やNPO等との連携について■□

現在の課題を
把握していますか︖

担い手の不足を
心配する声が多い

具体的には…

・まちづくり協議会やまちづくり協議会の活動を知らない住民が多い。

・組織体制の強化や事業の見直しが必要。

・コロナ禍でイベントの中止や人と会う機会も減り、地区にどのような人材がいるかわからない。

・コロナ禍で地区行事が停滞し、以前と同じように行うことが難しい。役員のモチベーションも下がっている。

・役員のなり手不足。

・役員の負担が大きい。

・若い世代の事業等への参加が少ない。

役員・担い手が十分だと
思いますか。不足して
いると思いますか︖

世代交代が
できていますか︖

役員・構成員以外で
自主的に活動に参加して
いる住民はいますか︖

次世代の担い手
(役員候補者)を把握
していますか︖

ここがポイント‼ すでに取り組んでいる地区は…

・まちづくりに関わることのメリットの可視化
・ＳＮＳ等を活用し情報発信

・人材リストの作成
・できるときにできる範囲で、ちょっとしたことから参加

→まちづくりに興味 という良い循環を生み出すことが大事
・ちょっとした手伝いや知恵を出すだけでもOK！
・役職につかない、団体に所属しない「まちづくり推進員制度」を開始

不足 23 十分 １

いない 17 いる 9

いる 2いない 22

いない 19 いる 6

はい 26
いいえ

０

□■担い手育成…若い世代に地区の活動に興味を持ってもらうには…■□

人材育成のために
取り組んでいることは

ありますか︖

”いずれ戻ってくる”若い
世代に対し、地域に愛着
を持ってもらう取組は
必要だと思いますか︖

ない 13 ある 1２

不要 0 必要 24

例えば…

子どもたちに向けて

○夏休みラジオ体操でのお菓子配布や夏休み勉強会の実施
○イベント時の小中学生ボランティアの活用（ボランティア証明の発行！）
○下校時の見守り・あいさつ運動の実施
○新一年生への記念品贈呈
○あるけあるけ大会の実施
○伝統芸能の体験

若い世代に向けて、人材発掘のために…
○住民アンケートの実施や声掛け → 人材リストの作成
○若者が企画する成人を祝う会の支援
○仕事をしている人でも参加できるような仕組づくり

今までに、企業・NPOと
連携や関わりをもった
ことがありますか︖

現在、企業・NPOと
連携して、実施している
事業がありますか︖

ある 22ない 4

ない 12 ある 14

こんな意見も…

・若者に入ってきてもらう
のではなく、若者の中に
入っていく︕

・子ども・保護者世代が
集まる場でＰＲする。

子どもの頃の

地区とのかかわりは、

地元に戻ってきたり、

まちづくりに参加したりする

きっかけになるはず︕

若者が、お祭り、地区の
魅力…ＳＮＳで発信して
くれるだけでよい。そん
な些細なことでもまちづ
くりに参画していること
を伝えたい。

・イベントへの出店

（キッチンカー出店）

・メニュー開発・販売

地元飲食店

・地区の清掃や草刈りの

手伝い

・まちづくり協議会に
構成団体として参加

NPO

・農業体験

・農業指導

農業協同組合

・学校運営協議会への参加

・災害時の給水協定、高所避難先協定
・消防団員の協力

・イベントの際の駐車スペース貸出

・移動スーパーの実施
・クリーン作戦への参加

企業・事業所

・防災訓練、イベント時

の看護師派遣

医療・福祉事業所

ここがポイント‼

・企業の持っている強味を活かせるような連携・支援
〔 防災・デジタル・自然・景観・技術・立地… 〕

・双方の課題や目的を整理してマッチング

機会があれば連携したい…
でも、具体的な課題・事業が

わからない

＼１月２０〜２３日 まちづくり展 開催 ＠イオン富士南 ／

事例

令和５年１月２０日（金）〜２３日（月）
イオンタウン富士南展示スペースにてまちづ
くり展を開催しました。例年、市役所２階ロ
ビー・連絡通路での展示でしたが、今回は初

の試みで、まちづくり協議会を知らない方に
も広く活動を知ってもらうため、イオンタウ
ンの一角をお借りしました。

会場に設置したアンケートには、30代以下
の来場者からの回答もあり、人材発掘につな
がる回答も！

アンケート結果の一部をご紹介します。

■あなたがまちづくり協議会の活動をするとしたら
どのような立場・活動を担えますか？

①

②

③

④

⑤

行事・イベント当日の手伝い係（会場設営や運営補助）

興味のある行事・イベントについての企画・運営委員

知識や技能を活用できる行事・イベントの企画・運営委員

様々な行事・イベントに携わる協議会や各種団体の委員

その他

・イベントの当日手伝い
・興味のある事業の企画運営
・知識や技能が活かせる行事への参加

なら自分たちでも手伝える

かも・・・

多くの方が希望する
活動内容で募集すれば、

人材の発掘に！

ここがポイント‼

・皆が興味のある活動を効果的な広報
で宣伝していくことで人材確保につな

げていく。

・従来の広報誌（広報ふじ等）での発
信だけではなく、ＳＮＳやＷＥＢで情
報発信！アンケートによると、どの世

代でも半分以上の方が、ＳＮＳ・ＷＥ
Ｂの活用が必要と考えています！
（※）

※質問「まちづくり協議会の活動を広く皆さん
に周知するにはどのような方法が良いと思い
ますか。」より

◁ 明治安田生命
〔地元の元気プロジェクト〕
景観保存プロジェクト （神戸）

△ 小林製作所と給水協定（富士駅南）

△ 地元飲食店のキッチンカー（吉永）

△ 小学校でのあいさつ運動（富士南）

△ はたちをお祝いする会（松野）

△ 高校生によるPayPay講座（富士駅北）


